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1 協働推進課 里山田んぼの会 １年目 100 100 - -
新規申請（運営費：機械借用経
費、栽培資材）

休耕田を活用した農業体験事業は、農地・里
山保全や交流人口増に資するため公共性・公
益性が高く、実現性も認められます。
相和地区では人口増が難しい状況ですが、交
流人口の維持・拡大が期待できます。
一方で、田の管理は負担が大きいことから、
継続には、若手後継者育成、田の賃借契約整
備、損益分岐点の検証、米販売などで収益拡
大し事業収支を最適化することが必要です。
関係機関との連携を強化し、地域の課題解決
の担い手として活躍されることを期待し、令
和8年度の補助金は申請額どおりとします。
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2 協働推進課
竹林活用研究会
そうわ竹環ｓ

１年目 100 100 - - 新規申請（備品購入費）

荒廃竹林を活用した自然体験は、里山景観保
全や関係人口の確保に資するため公益性が高
く、小学校授業との連携や安全配慮の体験提
供など地域貢献も評価できます。
竹林整備は通年での作業が必要であるなど、
負担が大きく継続性が課題のため、事業収支
の適正化（謝礼の検討）と体制整備（組織
化・目的明確化・指導者育成・保険加入）が
必要です。
体験は有料でも需要とリピーターが見込める
ため、関係機関連携の下で受け入れ拡大や収
益化により継続性確保を図ってください。
体験者数の維持・増加に向けて活動の一層の
充実を期待し、令和8年度の補助金は申請額ど
おりとします。

令和７年度大井町補助金等交付審査委員会 審査結果（令和８年度交付分）


